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教育研究推進校（１年次）連絡会資料 

令和７年 11 月 27 日 

大 田 区 立 御 園 中 学 校 

 

１ 研究主題 

「全ての子供たちへのよりよい教育の実現」を目指したカリキュラム・マネジメン

ト～御園中学校版おおたの未来づくり（キャリア探究）の実施に向けた取組～ 

 

２ 研究主題設定の理由 

 個別最適・協働的な学びの実現、学校における働き方改革、地域・保護者との連

携・協働を通して教育活動の質の向上を図る。 

 

３ 目指すこども像 

「多様性を尊重し、自分や人を大切にして生きる生徒」「意欲をもって自ら学び、

考え、主体的に行動する生徒」「自らの可能性を伸ばし、ともに未来を創り出す生

徒」「地域とつながり、社会の一員として貢献しようとする生徒」 

 

４ 研究仮説 

 全ての子供たちへのよりよい教育の実現するためのカリキュラム・マネジメント

を確立することで教育活動の質を一層高めることができる。 

 

５ 研究構想図 



 

 

 

 各教科等の学びとともに、学校行事や総合的な学習の時間の学びを重視している。

その上で、ＩＣＴを効果的に活用し、確かな学力を伸ばす個別最適・協働的な学び

の実現を目指している。生徒たちは各教科等の学習とともに集団活動をとおした人

間関係形成、社会参画などの学習や実生活上の課題と結びつけて学ぶ教科等横断的

な学習との往還関係の中、習得・活用・探究を繰り返しながら学びを深めている。 

 



 

 

６ 研究主題に迫るための手だて（研究の内容・方法） 

○特色ある教育課程の編成とカリキュラム・マネジメントの推進  

本校は令和７年度から大田区教育委員会中学校版「おおたの未来づくり」研究実

践校として教科等横断的な学習（ＳＴＥＡＭ教育）の研究実践に取り組んでいる。

以下に御園中学校版おおたの未来づくり（キャリア探究）の授業時数等の取扱いを

紹介する。 

総合的な学習の時間を活用し、年間２２～２７単位時間で実施している。今後は

一部の教科から１～４単位時間をおおたの未来づくり（キャリア探究）の授業時数

として振り替える。振り替えた一部の教科の授業時数、内容事項は、おおたの未来

づくり（キャリア探究）の学習の中で補完して取り扱う。 

 一方、総合的な学習の時間（キャリア教育）は年間２３～４３単位時間で実施し

ている。第１学年「福祉体験」、第２学年「職場体験」、第３学年「ボランティア

活動」など、人、社会、自然に直接関わる体験活動を通して、よりよく課題を解決

し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成している。今後は一部の教

科と同様に総合的な学習の時間の一部の授業時数、内容事項は、おおたの未来づく

り（キャリア探究）の学習の中で補完して取り扱う。 

○御園中学校版おおたの未来づくり（キャリア探究）の実践 

おたの未来づくりは、大田区の特色や中学校の専門性を生かした教科等横断的な

学習（STEAM 教育）である。おおたの未来づくりでは生徒が探究課題を設定し、授

業パートナーと連携しながら、未来社会・地域社会・大田区の Well-being の実現の

ために、新たな「もの」「取組」「仕組」等を創造することで課題解決を目指して

いる。大田区独自の学習過程である探究のサイクル（ディスカバー・コンセプト・

デザイン・クリエイション）を生かし、探究の学習における４つのプロセスの質的

充実を図り、授業パートナーと連携した探究学習を実施している。 

以下に総合的な学習の時間を活用した御園中学校版おおたの未来づくり（キャリ

ア探究）の実践を紹介する。 

本校ではキャリア探究プログラム（Ｍｉｓｏｎｏ×ＳＴＥＥＭ×Ｃａｒｅｅｒ）

を実施している。科学（Ｓｃｉｅｎｃｅ）、技術（Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、工学（Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）、人文社会、芸術・デザイン（Ｌｉｂｅｒａｌ Ａｒｔｓ、

Ａｒｔｓ）、数学（Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ）及びＳＤＧｓを基盤とした教科等横断

的な学習（ＳＴＥＡＭ教育）と、実社会の課題解決を目指す探究的な学習を組み合

わせている。異学年のグループを編成するとともに「ものづくり」と「地域創生」

を中心とする「ものづくり×イノベーション」「地域創生×コンサルティング」「ア

ントレプレナーシップ×デザイン」「外国語×コミュニケーション」「食×ウェル

ネス」の領域ごとにプロジェクト（異学年チーム）を構成し、地域社会の課題解決

に取り組んでいる。外部講師を活用し、民間企業や大学など、授業パートナー（外

部授業協力者）による伴走（フィードバック・評価・協働）を生徒主導の探究的な

学習に取り入れている。 

○「全ての子供たちへのよりよい教育の実現」を目指した学校業務の効率化 

 本校では、外部コンサルタントの助言や支援を受けながら「全ての子供たちへの

よりよい教育の実現」を目指して学校業務改革に取り組んでいる。業務改善の効率

化を図ることにより、カリキュラム・マネジメントの充実につなげている。教職員

はプロジェクトごとのチームを編成し、実行計画を策定した。施策は可能なものか

ら段階的に導入し、業務改善を着実に進めている。「組織的マネジメント」「役割分

担の明確化」「校務の効率化・情報化」「カリキュラム・マネジメントの推進」「地域



 

 

との連携・協働」「教育委員会との連携」の６つの視点から業務改善を推進している。 

 また、コミュニティ・スクールとして、地域・保護者との連携・協働による「持

続可能な社会の創り手の育成」及び「地域社会に根差したウェルビーイングの向上」

を目指した地域とともにある学校づくりを推進している。 

 

７ 研究経過（今後の予定も含む） 

６月１８日 校内研修       講師 大田区教育委員会指導課 

                    遠藤 健太指導主事 

７月１５日 特別授業       講師 東邦大学医学部社会医学講座 

朝倉 敬子教授 

８月２８日 研究全体会 基調講演 講師 日本女子大学人間社会学部教育学科 

松尾 廣文 特任教授 

９月１９日 特別授業       講師 文部科学省アントレプレナーシップ推 

進大使・早稲田大学戦略センター  

島岡 未来子 教授 

２月１８日 研究授業       講師 日本女子大学人間社会学部教育学科 

松尾 廣文 特任教授 

３月６日・７日 探究学習発表会  講師 授業パートナー（外部授業協力者） 

 

８ 研究成果の検証方法 

１ 事後アンケート調査（生徒） 

 Google フォームを使用し、取り組んだ感想とともに「地域や社会をよくするた 

めに何かしてみたいと思う」「将来の夢や目標をもっている」「（1、２年生のと 

きに受けた授業では）課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだ」 

をアンケート調査する。 

生徒は「１.とてもそう思う」「２．そう思う」「３．あまりそう思わない」「４． 

思わない」で回答する。 

２ 大田区学習効果測定及び WEBQU の結果分析（生徒） 

３ 学校評価の結果分析（教職員・地域・保護者） 

 


